
レ ギ ュ ラ ト リ ー サ イ エ ン ス 学 会 シ ン ポ ジ ウ ム
～添付文書記載要領やＧＰＳＰの見直し等の今後の医薬品

安全確保対策～

日時：平成29年5月9日（火） 14：00～18：00

場所：一橋大学一橋講堂 (学術総合センター)

（東京都千代田区一ツ橋2-1-2 ）

参加申込：学会ホームページ（ http://www.srsm.or.jp/ ）からお申込ください。
申込締切：平成29年4月24日（月）

※参加費はお申込から1週間以内に入金
※但し、4月19日以降にお申込の方は 4月25日（火）迄に入金のこと

なお、座席に余裕がある場合には、当日参加も受け付けます。

参加費：正会員：8,000円、若手会員：5,000円、学生会員：2,000円（消費税込）

非会員：10,000円（消費税込）

連絡先： 一般社団法人レギュラトリーサイエンス学会 事務局
〒160-0016 東京都新宿区信濃町35信濃町煉瓦館5階 一般財団法人国際医学情報センター内

Tel 03-5312-1466 Fax 03-5361-7091
E-mail: srsm-office@imic.or.jp

14:00  開会
14:00～14:30 講演１ 医薬品安全対策の基本とその将来像

佐藤 大作（厚生労働省医薬・生活衛生局安全対策課長）

14:30～15:00 講演２ アカデミアからみた今後の製造販売後調査について
横井 英人（香川大学医学部附属病院医療情報部教授）

15:00～15:10  講演３ 添付文書記載要領の見直しとその留意点
大久保 貴之（厚生労働省医薬・生活衛生局安全対策課課長補佐）

15:10～15:35  休憩

15:35～16:00  講演４ ＭＩＤ－ＮＥＴの本格運用に向けた取り組み
宇山 佳明（医薬品医療機器総合機構 医療情報活用推進室長）

16:00～16:25  講演５ 医療情報データの活用を見据えたGPSP省令の改正
清原 宏眞（厚生労働省医薬・生活衛生局医薬品審査管理課課長補佐）

16:25～16:50  講演６ 業界としての取組
荒井 美由紀（日本製薬団体連合会安全性委員会委員長）

16:50～17:00  休憩

17:00～18:00  パネルディスカッション
講師：上記の講師
進行役：RS学会

18:00 閉会 ※ 今後、タイトル等は変更となる可能性があります。


